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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される挿入部と，この挿入部の湾曲操作等を行う操作部とを備える内視鏡
であって，
　前記挿入部は，
　前記操作部に連接される導入部と，
　前記導入部の先端側に連接され，前記操作部から湾曲操作可能な湾曲部と，
　前記湾曲部の先端側に連接される先端部と，
　前記挿入部内に配設され，前記操作部と前記先端部で固定される処置具挿通用管路と，
　前記導入部と前記湾曲部との境界部近傍に，前記処置具挿通用管路の一部を前記挿入部
の軸方向への移動を不能にするために固定する固定手段として機能し、前記処置具挿通用
管路の一部を構成する接続管路と，
　を備え，
　前記処置具挿通用管路は，
　前記操作部から前記導入部内にわたって配設され，少なくとも前記導入部の長さより長
い基端側処置具挿通用管路と，
　前記先端部から前記湾曲部内にわたって配設され，少なくとも前記湾曲部の長さより長
い先端側処置具挿通用管路とから構成され，
　前記固定手段は，前記基端側処置具挿通用管路と前記先端側処置具挿通用管路とを接続
する前記接続管路であり，
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　前記接続管路は，前記湾曲部側に向いている部分が前記挿入部の軸方向に対して斜方向
に傾斜していることを特徴とする，内視鏡。
【請求項２】
　前記先端側処置具挿通用管路は，前記湾曲部内で湾曲して配設されていることを特徴と
する，請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記先端側処置具挿通用管路は，前記湾曲部内で螺旋状に配設されていることを特徴と
する，請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記先端側処置具挿通用管路は，前記湾曲部の軸方向に対して斜方向に傾斜して前記湾
曲部内に配設されていることを特徴とする，請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記接続管路の前記湾曲部側に有する部分を被覆する前記湾曲部の被覆部の少なくとも
一部が着脱可能であることを特徴とする，請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，内視鏡の構成に関し，特に内視鏡の挿入部の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は，一般に操作部に体腔内等へ挿入される挿入部が連接され，また操作部からコ
ネクタ部等に接続するためのユニバーサルコードを引き出すことにより構成される。挿入
部は，操作部への連接部から大半の長さを占める導入部と，この導入部の先端側に連接さ
れ，操作部からの遠隔操作により任意の方向に湾曲操作される湾曲部と，この湾曲部の先
端側に連接され，被検体の画像を取り込む観察系，被検体に向けて照明光を発する照明系
，先端部の先端側の汚れを洗浄するための送気／送水機構等の各種機能を有する先端部と
を備える。なお，上記の導入部は，内視鏡の使用目的により，軟性部で構成される場合，
硬性部で構成される場合，またはこれら両者の組み合わせで構成される場合がある。
【０００３】
　また，内視鏡の挿入部内には，鉗子等の処置具を誘導するための処置具挿通用管路が設
けられている。また，この処置具挿通用管路は，操作部に備わる吸引用管路と接続される
ことにより，吸引用チャンネルとしても利用される。そこで，挿入部に備わる処置具挿通
用管路と，操作部に備わる処置具導入口から延出される処置具導入用管路および吸引用管
路を接続するため，それらの間には，三方向に分岐した３つの通路を形成した三股状の連
結用の分岐ブロック部材である分岐部が設けられている。そして，この分岐部の各分岐通
路には，これら処置具挿通用管路，処置具導入用管路，および吸引用管路が個別的に接続
されている。換言すると，処置具挿通用管路は，両端部がそれぞれ挿入部に備わる先端部
と操作部に備わる分岐部で固定されて，操作部から挿入部の先端部に至るまで接続されて
いる。
【０００４】
　上記の処置具挿通用管路は，処置具の挿抜や体腔内からの汚物の吸引等に使用されるた
め，通常，洗浄消毒に耐えられる，例えばＰＴＦＥ，ＥＴＦＥ，ＰＦＡ，ＦＥＰの四フッ
化エチレン等の材料で形成される。また，上記の処置具挿通用管路の長さは，分岐部から
先端部に至る距離，換言すると挿入部の軸方向の距離と略同一である（例えば，特許文献
１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開平７－２３９０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら，図９（ａ）に示すように，挿入部１６の軸方向の距離と略同一である処
置具挿通用管路１０は，両端部がそれぞれ挿入部１６に備わる先端部１４と操作部１８に
備わる分岐部１２で固定されることにより，操作部１８から挿入部１６の先端部１４に至
るまで接続されている。このため，導入部２０を湾曲させた際に，図９（ｂ）に示すよう
に，湾曲部２２内に貫設されている処置具挿通用管路１０が軸方向に力を受けて，湾曲部
２２が余分に曲がってしまう。すなわち，湾曲部２２の湾曲操作に影響を与えることとな
り，湾曲部２２の湾曲角度が大きくなったり，小さくなったりする現象が起こることがあ
った。
【０００７】
　さらに，処置具挿通用管路１０は，上記のような硬質な材質で形成されているため，長
い間湾曲操作した際に，処置具挿通用管路１０が挿入部１６の軸方向に移動することによ
り，湾曲部２２や導入部２０の内壁部を傷め，結果的に内視鏡挿入部１６の耐久性を劣化
させる虞があった。
【０００８】
　そこで，本発明は，従来の内視鏡の挿入部が有する上記問題点に鑑みてなされたもので
あり，本発明の目的は，挿入部に備わる湾曲部の操作性，挿入部の耐久性を向上させるこ
との可能な，新規かつ改良された内視鏡を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために，本発明のある観点によれば，体腔内に挿入される挿入部と
，この挿入部の湾曲操作等を行う操作部とを備える内視鏡であって，挿入部は，操作部に
連接される導入部と，この導入部の先端側に連接され，操作部から湾曲操作可能な湾曲部
と，湾曲部の先端側に連接される先端部と，挿入部内に配設され，操作部と先端部で固定
される処置具挿通用管路と，導入部と湾曲部との境界部近傍に，処置具挿通用管路の一部
を挿入部の軸方向への移動を不能にするために固定する固定手段として機能し、前記処置
具挿通用管路の一部を構成する接続管路と，を備えることを特徴とする，内視鏡が提供さ
れる。
 
【００１０】
　このとき，処置具挿通用管路は，操作部から導入部内にわたって配設され，少なくとも
この導入部が軟性部である場合，この軟性部の長さより長い基端側処置具挿通用管路と，
先端部から湾曲部内にわたって配設され，少なくとも湾曲部の長さより長い先端側処置具
挿通用管路とから構成され，固定手段は，基端側処置具挿通用管路と先端側処置具挿通用
管路とを接続する接続管路であることとしてもよい。
【００１１】
　また，このとき，接続管路は，湾曲部側に向いている部分が挿入部の軸方向に対して斜
方向に傾斜していることとしてもよい。
【００１２】
　さらに，このとき，先端側処置具挿通用管路は，湾曲部内で湾曲した状態，螺旋状，ま
たは湾曲部の軸方向に対して斜方向に傾斜した状態に配設されていることとしてもよい。
【００１３】
　このような構成とすることにより，導入部が軟性部である場合，この軟性部を曲げても
，軟性部と湾曲部との境界部近傍に設けられた固定手段により軟性部側に備わる処置具挿
通用管路を挿入部の軸方向に対して固定しているため，軟性部側に備わる処置具挿通用管
路により湾曲部側に備わる処置具挿通用管路が引っ張られることを防止できる。換言する
と，湾曲部内に貫設されている処置具挿通用管路が，軟性部が曲がることによる軸方向に
力を受けることにより湾曲部が余分に曲がることを防ぐことが可能になるので，湾曲部の
操作性が向上されるようになる。
【００１４】
　また，操作部で湾曲部を湾曲操作した際にも，上記の固定手段により処置具挿通用管路
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の一部を挿入部の軸方向に対して固定しているため，湾曲部側に備わる処置具挿通用管路
により導入部側に備わる処置具挿通用管路が引っ張られることを防止できる。換言すると
，導入部内に貫設されている処置具挿通用管路が軸方向に力を受けることにより，導入部
の内壁や処置具挿通用管路自体を破損することを防止できるようになる。
【００１５】
　さらに，このとき，接続管路の湾曲部側に有する部分を被覆する湾曲部の被覆部の少な
くとも一部が着脱可能であることとしてもよい。
【００１６】
　このような構成とすることにより，湾曲部内に設けられた処置具挿通用管路が破損等し
たときに，上記の被覆部を取り外すことにより手指等が入れ易くなるため，容易に新しい
処置具挿通用管路に交換することが出来るようになる。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明によれば，挿入部に備わる湾曲部の操作性，挿入部の耐久性
を向上させることの可能な内視鏡を提供できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
，同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１９】
　まず，内視鏡の全体構成について図面を用いて説明する。図１は，本発明の第１の実施
の形態にかかる内視鏡１００の全体構成図である。内視鏡１００は，本体操作部１０２を
有し，この本体操作部１０２には，患者の体内に挿入される挿入部１０４が連設されてい
る。また，本体操作部１０２からは，光源装置等と接続するためのコネクタ部（図示せず
）に接続するためのユニバーサルコード１０６が引き出されている。
【００２０】
　挿入部１０４は，本体操作部１０２への連設部からの大半は，導入部１０７であり，こ
の導入部１０７の先端には，湾曲部１０８が，この湾曲部１０８の先端には，観察機構や
送気・送水機構等の内蔵物が備わる先端部１１０が順次連結されている。湾曲部１０８は
，先端部１１０を所望の方向に向けるために設けられるものであり，本体操作部１０２に
おける手元操作で湾曲操作可能となっている。
【００２１】
　次に，本実施の形態の内視鏡１００の挿入部１０４の内部の構成，及び先端部１１０の
先端面の構成について図面を用いて説明する。図２は，本実施の形態の内視鏡１００の挿
入部１０４の湾曲部１０８周辺の軸方向の部分断面図であり，図３は，本実施の形態の内
視鏡１００の挿入部１０４に備わる先端部１１０の先端面の正面図である。
【００２２】
　図２に示すように，湾曲部１０８内では，複数の管状部材１１２が上下方向に１対，左
右方向に１対の計４箇所に設けられた連結部１１４で交互に連結されている。かかる複数
の連結された管状部材１１２の先端部１１０側に有する先端リング１１６を設けることに
より湾曲管１１８が形成されている。
【００２３】
　操作部１０２から延出される操作ワイヤ１２０は，上下方向及び左右方向の湾曲操作用
にそれぞれ一対設けられ，これら操作ワイヤ１２０の先端は，先端リング１１６に外表面
から内側に凹ませることにより形成された操作ワイヤ固定部１２２に挿入されることによ
って固定される。湾曲部１０８をこのような構成とすることにより，操作部１０２から延
出される操作ワイヤ１２０により先端リング１１６が上下左右方向に操作可能となるので
，挿入部１０４に備わる湾曲部１０８の湾曲操作ができるようになる。
【００２４】
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　また，挿入部１０４内には，処置時に体液等を吸引する吸引機構の一部となり，かつ鉗
子を始めとする処置具等を挿通させるための処置具挿通用管路１２４が設けられている。
本実施の形態では，処置具挿通用管路１２４は，湾曲部１０８内に設けられる先端側処置
具挿通用管路１２４ａと，導入部１０７から操作部１０２内にかけて設けられる基端側処
置具挿通用管路１２４ｂと別個の管路を接続管路１２６で接続することにより構成されて
いる。本実施の形態では，接続管路１２６は，導入部１０７と湾曲部１０８との境界部近
傍に固定して設けられ，処置具挿通用管路１２４の一部を挿入部１０４の軸方向に対して
移動不能に固定する固定手段となる。
【００２５】
　本実施の形態では，湾曲部１０８内に設けられる先端側処置具挿通用管路１２４ａの基
端側を固定する接続管路１２６は，湾曲部１０８側に向いている部分，換言すると接続管
路１２６の先端側が挿入部１０４の軸方向に対して斜方向に傾斜している略への字型の形
状である。そして，先端側処置具挿通用管路１２４ａの先端側は，先端部１１０に設けら
れた開口部１２８に連通される接続管路１３０と接続されることにより固定される。この
接続管路１３０は，基端側が挿入部１０４の軸方向に対して斜方向に傾斜している略への
字型の形状である。また，先端側処置具挿通用管路１２４ａの全長は，湾曲部１０８の全
長より大きいため，本実施の形態では，先端側処置具挿通用管路１２４ａは，湾曲部１０
８内でサインカーブ形状に湾曲している状態で配設されている。
【００２６】
　さらに，本実施の形態では，接続管路１２６の湾曲部１０８側に有する部分に，空間部
１３２が設けられている。そして，この空間部１３２を被覆する湾曲部１０８の被覆部１
３４の一部が着脱可能となっている。なお，空間部１３２を被覆する湾曲部１０８の被覆
部１３４の構成の詳細については，後述するものとする。
【００２７】
　図３は，内視鏡の挿入部１０４の先端部１１０の正面図である。先端部１１０内には，
被検体の画像を取り込む観察機構の一部である観察窓１３６，被検体に向けて照明光を発
する照明機構の一部である照明窓１３８，処置時に体液等を吸引する吸引機構の一部であ
り，かつ鉗子を始めとする処置具等を挿通させる処置具挿通用管路１２４の開口部１２８
，及び洗浄機構の一部であり観察窓１３６等の汚れを洗浄するためのノズル１４０と言っ
た内蔵物が設けられている。これらの内蔵物は，挿入部内１０２内に導通されている。
【００２８】
　次に，本実施の形態に係る内視鏡１００の作用について図面を使用して説明する。図４
，及び図５は，本実施の形態に係る内視鏡１００を使用する際の内視鏡内部に備わる管路
の状態を示す図であり，図４（ａ）は，通常時の内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図
であり，図４（ｂ）は，導入部１０７を構成する軟性部を湾曲させたときの内視鏡内部に
備わる管路の状態を示す図であり，図５（ａ）は，通常時の内視鏡内部に備わる管路の状
態を示す図であり，図５（ｂ）は，湾曲部１０８を湾曲させたときの内視鏡内部に備わる
管路の状態を示す図である。
【００２９】
　本実施の形態に係る内視鏡１００に備わる挿入部１０４内に設けられた処置具挿通用管
路１２４は，操作部１０２に備わる吸引用バルブ１４２と接続される吸引用管路１４４と
連通させることにより，吸引用チャンネルとしても利用される。そのために，図４（ａ）
に示すように，挿入部１０４に備わる処置具挿通用管路１２４と，操作部１０２に備わる
処置具導入口１４６から延出される処置具導入用管路１４８および吸引用管路１４４とを
，例えば三股状の連結用の分岐ブロック部材である分岐部１５０で接続している。
【００３０】
　本実施の形態では，前述したように，処置具挿通用管路１２４は，先端部１１０から湾
曲部１０８内にわたって配設されている先端側処置具挿通用管路１２４ａと，操作部１０
２から導入部１０７内にわたって配設されている基端側処置具挿通用管路１２４ｂとを湾
曲部１０８側が挿入部１０４の軸方向に対して斜方向に傾斜している略への字型の形状で
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ある接続管路１２６で接続することにより構成されている。また，先端側処置具挿通用管
路１２４ａの全長は，湾曲部１０８の長さより大きく，かつ基端側処置具挿通用管路１２
４ｂの全長は，導入部１０７の長さより大きい。さらに，上記の接続管路１２６は，挿入
部１０４の軸方向に対して移動不能に固定された状態で，湾曲部１０８と導入部１０７の
境界部近傍に設けられている。
【００３１】
　挿入部１０４内にわたって配設されている処置具挿通用管路１２４及び接続管路１２６
をこのような構成とすることにより，先端側処置具挿通用管路１２４ａと基端側処置具挿
通用管路１２４ｂは，図４（ａ）に示すように，それぞれ湾曲部１０８内，導入部１０７
内にわたってサインカーブ形状に湾曲して配設されている。
【００３２】
　上述したように，導入部１０７と湾曲部１０８との境界部近傍に設けられた接続管路１
２６により，基端側処置具挿通用管路１２４ｂの先端，及び先端側処置具挿通用管路１２
４ａの基端を挿入部１０４の軸方向に対して移動不能に固定し，かつ湾曲部１０８及び導
入部１０７内に設けられた先端側処置具挿通用管路１２４ａ及び基端側処置具挿通用管路
１２４ｂがそれぞれ湾曲部１０８及び導入部１０７の全長よりも余分に長い。
【００３３】
　このため，導入部１０７を構成する軟性部を湾曲させた場合でも，図４（ｂ）に示すよ
うに，導入部１０７側に備わる基端側処置具挿通用管路１２４ｂにより，湾曲部１０８側
に備わる先端側処置具挿通用管路１２４ａが引っ張られることなく，湾曲部１０８内で先
端側処置具挿通用管路１２４ａが湾曲した状態を維持することができる。換言すると，湾
曲部１０８内に貫設されている先端側処置具挿通用管路１２４ａが軸方向に力を受けるこ
とにより湾曲部１０８が余分に曲がることを未然に防ぐことが可能になるので，湾曲部１
０８の操作性が向上されるようになる。
【００３４】
　また，図５（ａ）に示すように，導入部１０７と湾曲部１０８との境界部近傍に設けら
れた接続管路１２６により，基端側処置具挿通用管路１２４ｂの先端，及び先端側処置具
挿通用管路１２４ａの基端を挿入部１０２の軸方向に対して移動不能に固定し，かつ湾曲
部１０８及び導入部１０７内に配設された先端側処置具挿通用管路１２４ａ及び基端側処
置具挿通用管路１２４ｂの軸方向の長さがそれぞれ湾曲部１０８及び導入部１０７の全長
よりも余分に大きい。
【００３５】
　このため，操作部１０２で湾曲部１０８を湾曲操作した際にも，湾曲部１０８側に備わ
る先端側処置具挿通用管路１２４ａにより導入部１０７側に備わる基端側処置具挿通用管
路１２４ｂが引っ張られることなく，導入部１０７内で基端側処置具挿通用管路１２４ｂ
が湾曲した状態を維持することができる。換言すると，導入部１０７内にわたって配設さ
れる基端側処置具挿通用管路１２４ｂが軸方向に力を受けることにより導入部１０７の内
壁や基端側処置具挿通用管路１２４ｂ自体を破損することを防止できるようになる。
【００３６】
　なお，本実施の形態では，先端側処置具挿通用管路１２４ａは，サインカーブ形状に湾
曲して湾曲部１０８内にわたって配設されているが，先端側処置具挿通用管路１２４ａの
全長が湾曲部１０８の長さより大きければ，他の形状で先端側処置具挿通用管路１２４ａ
を湾曲部１０８内に設けることも可能である。
【００３７】
　例えば，図６（ａ）に示すように，先端側処置具挿通用管路１２４ｃを湾曲部１０８の
内壁に沿うように螺旋状で設けることによっても，上記と同様の効果が得られる。また，
図６（ｂ）に示すように，先端側処置具挿通用管路１２４ｄの先端１２４ｅ，及び基端１
２４ｆを湾曲部１０８の軸方向の中心線の中点１２５に対して略点対称の位置に来るよう
に湾曲部１０８内に配設，換言すると湾曲部の軸方向に対して斜方向に傾斜した状態に配
設しても，上記と同様の効果が得られる。
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【００３８】
　次に，本実施の形態における内視鏡１００の挿入部１０４の湾曲部１０８と導入部１０
７との境界部分近傍の構成について，図面を使用して説明する。図７は，本実施の形態に
おける内視鏡１００の挿入部１０４の湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍の解
体図であり，図７（ａ）は，湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍の平面図であ
り，図７（ｂ）は，湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍の挿入部１０４の軸方
向に対して垂直方向の断面図である。なお，図７（ｂ）における一点鎖線の円は，湾曲部
１０８の位置を示す。
【００３９】
　図７（ａ）に示すように，湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍となる接続管
路１２６の湾曲部１０８側に有する部分には，空間部１３２が設けられている。そして，
この空間部１３２を被覆する湾曲部１０８に有する被覆部１３４の一部が着脱可能となっ
ている。本実施の形態では，図７（ｂ）に示すように，湾曲部１０８と導入部１０７との
境界部分近傍に有する上記の空間部１３２を被覆する被覆部１３４は，各々湾曲部１０８
の外周の略３分の１の大きさの円弧を有する３つの被覆部１３４ａ，１３４ｂ，１３４ｃ
を合わせることにより形成される。そして，これら各被覆部１３４ａ，１３４ｂ，１３４
ｃには，ねじ穴１５２が設けられ，湾曲部１０８の基端側及び導入部１０７の先端側に設
けられたねじ穴１５４と合わせてから，ねじ止めすることにより，各被覆部１３４ａ，１
３４ｂ，１３４ｃは，湾曲部１０８及び導入部１０７に対して固定される。
【００４０】
　このように，湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍となる接続管路１２６の湾
曲部１０８側に有する部分の空間部１３２を被覆する湾曲部１０８に有する被覆部１３４
の一部を着脱可能とすることにより，湾曲部１０８内に設けられた先端側処置具挿通用管
路１２４ａが破損等したときに，各被覆部１３４ａ，１３４ｂ，１３４ｃを取り外すこと
により手指等を入れ易くなるため，容易に新しい先端側処置具挿通用管路１２４ａに交換
することが出来るようになる。
【００４１】
　また，上記の湾曲部１０８と導入部１０７との境界部分近傍の構成の変形例として，図
８に示すような構成でも可能である。すなわち，図８（ａ）に示すように，湾曲部２０８
と導入部２０７との境界部分近傍となる接続管路２２６の湾曲部２０８側に有する部分に
設けられた空間部２３２を被覆する湾曲部２０８に有する被覆部２３４の上側及び下側の
一部が着脱可能となっている構成である。
【００４２】
　具体的には，図８（ｂ）に示すように，上記の空間部２３２を被覆する被覆部２３４は
，挿入部１０４の軸方向の被覆部２３４の一部を残して，湾曲部２０８の外周の略半分の
大きさの円弧を有する２つの蓋状被覆部２３４ａ，２３４ｂを被せるようにして合わせる
ことにより形成される。そして，これら各蓋状被覆部２３４ａ，２３４ｂには，ねじ穴２
５２が設けられ，これら各蓋状被覆部２３４ａ，２３４ｂに設けられたねじ穴２５２を湾
曲部２０８の基端側及び導入部２０７の先端側に設けられたねじ穴２５４と合わせてから
，ねじ止めすることにより，各蓋状被覆部２３４ａ，２３４ｂは，湾曲部２０８及び導入
部２０７に対して固定されるようになる。なお，図８（ｂ）における一点鎖線の円は，湾
曲部２０８の位置を示す。
【００４３】
　この変形例においても，湾曲部２０８と導入部２０７との境界部分近傍となる接続管路
２２６の湾曲部２０８側に有する部分の空間部２３２を被覆する湾曲部２０８に有する被
覆部２３４の一部を着脱可能とすることにより，湾曲部２０８内に設けられた先端側処置
具挿通用管路１２４ａが破損等したときに，手指等が入れ易くなるために，容易に新しい
先端側処置具挿通用管路１２４ａに交換することが出来るようになる。
【００４４】
　以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明は
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係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において，各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００４５】
　例えば，第１の実施の形態では，処置具挿通用管路は，先端側処置具挿通用管路と基端
側処置具挿通用管路とを接続管路で接続させることにより構成され，導入部と湾曲部との
境界部近傍に設けられる固定手段が上記の接続管路としているが，挿入部の軸方向の全長
より長い１本の処置具挿通用管路を弛ませながら，この処置具挿通用管路の一部を挿入部
の軸方向に対して移動不能に他の固定手段で固定されていれば，上記の第１の実施の形態
の内視鏡と同様の効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明は，内視鏡装置に設けられる挿入部に適用可能であり，特に医療用に使用される
内視鏡装置の挿入部に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡の全体構成図である。
【図２】同実施の形態における内視鏡の挿入部の湾曲部付近の部分断面図である。
【図３】同実施の形態における内視鏡の挿入部に備わる先端部の先端面の正面図である。
【図４】同実施の形態における内視鏡を使用する際の内視鏡内部に備わる管路の状態を示
す図であり，（ａ）は，通常時の内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図であり，（ｂ）
は，導入部を構成する軟性部を湾曲させたときの内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図
である。
【図５】同実施の形態における内視鏡を使用する際の内視鏡内部に備わる管路の状態を示
す図であり，（ａ）は，通常時の内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図であり，（ｂ）
は，湾曲部を湾曲させたときの内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図である。
【図６】（ａ），（ｂ）共に同実施の形態における内視鏡の挿入部に備わる湾曲部内の先
端側処置具挿通用管路の配設の変形例を示す図である。
【図７】同実施の形態における内視鏡の挿入部の湾曲部と導入部との境界部分近傍の解体
図であり，（ａ）は，湾曲部と導入部との境界部分近傍の平面図であり，（ｂ）は，湾曲
部と導入部との境界部分近傍の挿入部の軸方向に対して垂直方向の断面図である。
【図８】同実施の形態における内視鏡の挿入部の湾曲部と導入部との境界部分近傍の変形
例の解体図であり，（ａ）は，湾曲部と導入部との境界部分近傍の平面図であり，（ｂ）
は，湾曲部と導入部との境界部分近傍の挿入部の軸方向に対して垂直方向の断面図である
。
【図９】従来の内視鏡を使用する際の内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図であり，（
ａ）は，通常時の内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図であり，（ｂ）は，導入部を構
成する軟性部を湾曲させたときの内視鏡内部に備わる管路の状態を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１００　　　内視鏡
　１０２　　　操作部
　１０４　　　挿入部
　１０６　　　ユニバーサルコード
　１０７　　　導入部
　１０８　　　湾曲部
　１１０　　　先端部
　１１２　　　管状部材
　１１４　　　連結部
　１１６　　　先端リング
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　１１８　　　湾曲管
　１２０　　　操作ワイヤ
　１２２　　　操作ワイヤ固定部
　１２４　　　処置具挿通用管路
　１２４ａ　　先端側処置具挿通用管路
　１２４ｂ　　基端側処置具挿通用管路
　１２６，１３０　　　接続管路
　１２８　　　開口部
　１３２　　　空間部
　１３４　　　被覆部
　１３６　　　観察窓
　１３８　　　照明窓
　１４０　　　ノズル
　１４２　　　吸引用バルブ
　１４４　　　吸引用管路
　１４６　　　処置具導入口
　１４８　　　処置具導入用管路
　１５０　　　分岐部
　１５２，１５４　　　ねじ穴

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(11) JP 4500520 B2 2010.7.14

【図７】 【図８】

【図９】



(12) JP 4500520 B2 2010.7.14

10

フロントページの続き

(72)発明者  田中　俊積
            埼玉県さいたま市北区植竹町１丁目３２４番地　フジノン株式会社内

    審査官  冨永　昌彦

(56)参考文献  特開平０８－１６０３１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－０９５８９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－１７０９３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０５１２１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１８７４１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１６６８５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              実公平０７－０１３６８５（ＪＰ，Ｙ２）　　
              特許第３０５７８５１（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　１／００　　　　



专利名称(译) 内视镜

公开(公告)号 JP4500520B2 公开(公告)日 2010-07-14

申请号 JP2003298207 申请日 2003-08-22

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士公司

当前申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 渡辺功
糸井啓友
田中俊積

发明人 渡辺 功
糸井 啓友
田中 俊積

IPC分类号 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.330.A A61B1/00.334.A A61B1/00.714 A61B1/012 A61B1/018.511

F-TERM分类号 4C061/FF43 4C061/JJ06 4C161/FF43 4C161/JJ06

其他公开文献 JP2005065891A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够改善设置在插入部分中的弯曲部分的可操
作性和插入部分的耐久性的内窥镜。 解决方案：内窥镜设置有插入体腔
的插入部分和用于执行插入部分的弯曲操作等的操作部分，插入部分104
包括连接到操作部分的引入部分107，弯曲部108连接到引入部的远端侧
并且能够从操作部弯曲操作，远端部110连接到弯曲部的远端侧，并且远
端部110设置在插入部内，固定处理器具插入导管的一部分，以使插入部
分在待固定的处理器械插入导管124与导入部分和弯曲部分之间的边界附
近沿轴向移动。和固定装置126。 .The

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/17b2b011-fcfa-4abb-91d1-0ecd799f6c1a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034403772/publication/JP4500520B2?q=JP4500520B2

